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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和７年３月１４日（金）  

 

２ 確認箇所 

Ｅタンクエリア（図１） 

 

３ 確認項目 

フランジ型タンクからのスラッジ回収作業の状況 

 

４ 確認結果の概要 

Ｅタンクエリアでは、フランジ型タンクの解体作業が進められており、こ

れまでに全４９基中４８基の解体が完了している。残る１基のＤ１タンクの

底部残水（ＲＯ濃縮水）には、アルファ線放出核種が含まれており、底部残

水の漏えいリスク低減のため、タンク内のスラッジ等の回収後に、タンク内

壁を除染し、解体を行う計画となっている。 

今回は、令和７年１月９日に開始されたスラッジ回収作業の状況を確認し

た。（前回確認日：令和７年１月１７日） 

・Ｄ１タンクの周囲にはＲαハウスが２つ設置されており、１つはＤ１タン

タンク内へのアクセスとしての役割や、ポンプ操作を行う作業エリアとし

て、別のＲαハウスは、回収したスラッジをコンテナ内へ格納する作業エ

リアの役割として設けられていた。（写真１） 

・Ｒαハウス内に設置されている線量計の校正日を確認し、有効期限内であ

ることを確認した。（写真２） 

・局所排風機、コンプレッサーの点検記録を確認し、適切に管理されている

ことを確認した。（写真３） 

・発電機を確認した結果、オイルパンに水がたまっておらず、点検記録がチ

ェックされている状態であり、防火対策が適切に実施されていた。（写真

４） 

・確認した範囲では、タンクや配管からの漏水などの異常は確認されなかっ

た。 

・東京電力によると令和７年４月までにスラッジの回収が完了する予定であ

り、その後タンク内面を除染し、令和７年１２月までにＤ１タンクを解体

する計画である。 

 

 

 

 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/671651.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

 

（写真１－１） 

フランジタンク（Ｄ１タンク）の外

観 

 

 

 

（写真１－２） 

 Ｒαハウスの外観 

 

Ｒαハウス 

Ｒαハウス 
 

Ｄ１タンク 
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（写真２） 

線量計の状況 

 

 

（写真３－１） 

局所排風機の状況 

 

 

（写真３－２） 

局所排風機点検記録の状況 

 

 

（写真３－３） 

コンプレッサー点検記録の状況 

 

 

（写真４－１） 

発電機の状況 
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（写真４－２） 

発電機点検記録の状況 

 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。 

 


